心を守りなさい
箴言 4:23
いのちの源
何よりも、あなたの心を守りなさい。 
心は生活全体に影響を与えるからです。
- 箴言 4:23
箴言に記されている多くの簡潔な教えの中で、これほど包括的なものはほとんどありません。一つの文で、ソロモンは人が担う最も重要な責任の一つ、すなわち心を守ることを要約しています。
聖書の言語において、「心」は単に感情の座を意味するのではありません。それは内なる生活の中心、すなわち思考、願望、確信、そして決断が形づくられる場所を表します。人が真に何者であるかは、心から始まります。この内なる核心から、人生を形づくる態度、言葉、行動が流れ出ます。
したがって、ソロモンは心を注意深く見守らなければならないと警告しています。都市が敵に対して門を守るように、人は内面の生活への入り口を守らなければなりません。考え、影響、誘惑、欲望は、絶えず心への入り口を求めています。それらを識別せずに受け入れるなら、やがて行動と人格を形作ることになります。
ソロモンがこの警戒を求める理由は、印象的です。「そこから命の泉が流れ出る」からです。心は、ほかのすべてのものが生じる源です。腐敗した心は破壊的な行動を生み出します。知恵と訓練を備えた心は、義と安定の人生を生み出します。
したがって、ソロモンは問題を明確に示しています。人生の方向は心の状態にかかっています。彼がまだ説明していないのは、人間の心が最終的にどのように変えられるのかということです。
イエス：明らかにされた心と御霊の約束
イエスは、人間の心の真の状態と、それが最終的に変えられる手段の両方を明らかにすることによって、ソロモンの洞察をさらに深めます。
まず、イエスは心が人間の行動の真の源であることを確認しています。マタイの福音書15:18-19で、こう言われました：
¹⁸ ところが、悪いことばは悪い心から出てくるので、人を汚すのです。 ¹⁹ つまり、悪い考え、殺人、姦淫、不品行、盗み、うそ、また悪口などは、心から出て、
- マタイの福音書 15:18-19
これらの言葉によって、イエスは道徳的な失敗が主として外的な状況によって引き起こされるという、いかなる幻想をも取り除かれます。罪は人間の心そのものの内から生じます。言葉と行動は、内にすでに存在しているものを明らかにするにすぎません。
しかし、イエスは問題を診断するだけではありません。解決策も告げておられます。
バプテスマのヨハネは、次のように言ったとき、イエスを人の心に神の新しい働きをもたらす方として示しました。
私は今、罪を悔い改める者たちに水でバプテスマを授けている。しかし、まもなく私など比べものにもならない、はるかに偉大な方がおいでになる。その方のしもべとなる価値さえ、私にはない。その方は、聖霊と火でバプテスマをお授けになり、
- マタイの福音書 3:11
ここでイエスは、聖書における進展の中心に立っておられます。ソロモンは心を守るように呼びかけ、イエスは心が罪の源であることを明らかにされます。しかしイエスはまた、真の内面的変革を可能にする御霊という、来たるべき賜物を約束されます。
このようにして、キリストは心を明らかにする方であると同時に、それを新しくする力を与える方となられます。
パウロ：変化を力づける御霊
使徒の働きパウロは後に、この約束された変化が信者の生活の中でどのように起こるのかを説明しています。
ペンテコステの日、ペテロはイエスの約束の成就を宣言しました。
ペテロは答えました。「一人一人、罪の生活から悔い改めて神に立ち返りなさい。そして、罪を赦していただくために、イエス・キリストの名によってバプテスマ（洗礼）を受けなさい。そうすれば、聖霊という賜物をいただけます。
- 使徒の働き 2:38
キリストを通して、信者は内住する神の御霊を受けます。パウロは、この賜物の実際的な結果をローマ人への手紙8章13節で述べています。
もし古い性質に従い続けるなら、道に迷い、やがて滅びるしかありません。しかし、もし御霊の力によってそれを打ち砕くなら、あなたがたは生きるのです。
- ローマ人への手紙 8:13
御霊は今や、信者の内なる生活の中で働く能動的な力となります。ソロモンが命じたこと――心を守ること――は、私たちの内における御霊の働きによって可能になります。
パウロは別の方法でも同じ過程を説明しています：
この世の人々の生活や考え方をまねてはいけません。むしろ、神に喜ばれることは何かを思いながら、なすこと考えることすべての面で生き生きとした、全く新しい人となりなさい。
- ローマ人への手紙 12:2
思いの一新は、心における御霊の働きの外面的な表れであり、信者の願い、考え方、行動を徐々に形づくり直していきます。
このように、ソロモンは心をいのちの源として示し、イエスはその真の状態を明らかにして御霊を約束し、パウロは内住する御霊がどのように信者に肉の衝動に打ち勝ち、変えられた生活を送る力を与えるかを説明しています。
なぜこれが重要なのか
現代文化はしばしば外面的な行動の管理に焦点を当て、心の状態をおろそかにします。聖書は一貫して、内面の生活が外面的な生活の方向を決定すると教えています。
したがって、心を守ることには、私たちの考え方、願望、価値観に影響を与えるものを何に許すかに注意を払うことが含まれます。私たちが心に抱く考え、取り入れるメディア、そして交わる人々は、すべて時とともに心を形づくります。
しかし、キリスト教は道徳的な教え以上のものを提供します。キリストを通して、信者は聖霊の賜物を受けます。聖霊は信者の内に働き、真の変化を生み出します。ソロモンが求めた変化は、イエスが心を新しくする御霊を与えてくださることによって可能になります。
心が御霊によって形づくられ、神の御言葉に導かれるとき、そこから流れ出る「いのちの泉」は、知恵と平安、そして忠実な生き方を生み出します。
